
日
本
で
は
１
９
９
４
年
に
第
１
号

日
本
最
初
の｢

市
民
共
同
発
電
所｣

は
１
９

９
４
年
に
、
当
時
原
発
を
つ
く
る
予
定
地
と

さ
れ
た
宮
崎
県
串
間
市
で
、
原
発
に
反
対
す

る
市
民
た
ち
が
発
足
さ
せ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
っ

て
太
陽
光
発
電
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

９
７
年
滋
賀
県
で
は
１
８
人
が

２
０
万
円
づ
つ
出
資
し
て
設
立

１
９
９
７
年
に
滋
賀
県
石
部
町
で
、
１
８

人
が
２
０
万
円
づ
つ
出
資
し
て
４
キ
ロ
ワ
ッ

ト
の
太
陽
光
発
電
所
が
誕
生
し
ま
し
た
。

発
電
し
た
電
力
は
、
通
常
の
電
力
料
金
並

み
の
価
格
で
工
場
に
買
い
取
っ
て
も
ら
い
、

そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
収
益
は
毎
年
、
出
資
者

に
分
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
年
額
五
千

円
以
下
で
す
の
で
出
資
金
を
上
回
る
ま
で
に

は
４
０
年
以
上
か
か
り
そ
う
で
す
。

ド
イ
ツ
人

｢

日
本
は
す
ご
い
。
損
を
し
て
で
も
と
り

く
ん
で
い
る
」

日
本
の
場
合
は
従
来
、
市
民
共
同
発
電
所

に
は
補
助
も
な
け

れ
ば
、
発
電
コ
ス

ト
を
上
回
る
買
電

シ
ス
テ
ム
も
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
経
済
的
利
益
に

は
な
ら
な
い
の
が
実
情
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
「
市
民

共
同
発
電
所
」
は
急
速
に
増
え
、

現
在
で
は
２
０
０
ヵ
所
を
超
え

ま
し
た
。
設
置
団
体
は
７
０
団

体
以
上
で
す
。

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
民
の

会
」
な
ど
の
市
民
団
体
、
行
政

と
市
民
が
共
同
す
る
地
域
協
議

会
、
自
治
体
、
生
協
、
自
治
会

な
ど
が
設
置
し
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
で
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
発
電
に
は

「
電
力
固
定
買
取

制
度
」
が
あ
り
、

市
民
や
自
治
体
な
ど
が
か
な

ら
ず
利
益
が
上
が
り
経
済
的

に
維
持
で
き
る
し
く
み
に
な
っ

て
、
普
及
も
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
ド
イ
ツ
か
ら
見
る
と

日
本
人
は
「
損
を
し
て
で
も

市
民
共
同
発
電
所
に
と
り
く

ん
で
い
る
」
と
驚
き
の
声
を

上
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

日
本
人
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
に
熱
心
だ
と
思
い
ま
す
し
、
普
及
す
る

条
件
・
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す

「
市
民
共
同
発
電
所
」
は
地
域
的
に
は
近

畿
が
最
多
で
す
が
、
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま

で
全
国
で
３
４
都
道
府
県
の
市
町
村
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
は
、
９
月
２
６

日
の
足
立
区
議
会
本
会
議
の
代
表
質
問
で

「
太
陽
光
や
風
力
を
活
用
し
た
市
民
共
同
発

電
所
の
取
り
組
み
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
足

立
区
で
も
着
手
す
る
考
え
は
な
い
か
」
と
質

問
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
区
は
「
困
難
」
と

答
え
ま
し
た
が
引
き
続
き
提
案
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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自宅 足立区花畑6-20-1 電話3859-6952

足立区役所 電話3880－5111（内線4650～4654）

日本共産党区議団 直通3880－5770

市民共同発電所の「ポッポおひさま市民共同発電所」

( 自然エネルギー市民の会設置) 東大阪市

８
９
％
が
太
陽
光
発
電

風
力
発
電
、
少
水
力
発

電
も

市
民
団
体
、
自
治
体
、
行
政
と
市
民
の
地

域
協
議
会
、
生
協
、
自
治
会
な
ど
が
設
置

日本共産党足立

区議団は２０１２年

度予算要望書を近

藤区長に提出しま

した。重点要望は１

０１項目、合計で１

３５８項目となって

います。

区議団が行った

16万世帯にアンケー

トを配布し回答をえたもの、区内の医師会、建設、福祉、教育関係

など各団体との懇談を行ってまとめ要望書にしたものです。

原発からの撤退と自然エネルギーへの転換を求め、区民共同発

電所の設置を提案。放射能測定や除染対策、区の防災計画に津

波、液状化、放射能対策をもり込み、応急給水槽を設置することな

ど求めました。保育所面積基準の緩和は行わないこと、介護保険

料の値上を抑える施策、深刻な中小業者への支援や雇用対策の

強化も要請しました。近藤区長は「検討する」と答えました。予算要

望の回答は来年１月に予定しています。

北
海
道
か
ら
鹿

児
島
ま
で
３
４

都
道
府
県
で

来年度予算要望で交渉す

る党区議団、区長室にて

裏
に
つ
づ
く



今
あ
る
市
民
共
同
発
電
所
は
８
９

％
が
太
陽
光
発
電
で
、
風
力
・
風
車

が
１
０
％
、
少
水
力
と
続
き
ま
す
。

な
お
、
発
電
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
Ｂ

Ｄ
Ｆ
（
食
用
廃
油
を
活
用
し
た
燃
料

に
よ
っ
て
自
動
車
を
走
ら
せ
る
）
に

と
り
く
ん
で
い
る
共
同
団
体
も
あ
り

ま
す
。

市
民
共
同
発
電
所
の
作
り
方
で
は

「
寄
付
型
」
「
出
資
型
法
人
会
社
方

式
」
「
出
資
型
共
同
所
有
方
式
」

「
地
域
活
動
型
」
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
設
置
場
所
は
幼
稚
園
、
保
育
園
、

学
校
、
公
共
施
設
な
ど
が
多
く
、
設

置
場
所
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教

育
に
活
用
さ
れ
た
り
、
環
境
問
題
へ

の
地
域
社
会
の
関
心
を
高
め
る
働
き

も
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
市
民
共
同
発
電
所
な

の
か「市

民
」
の
中
に
は
自
治
体
も
含

ま
れ
ま
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
は
企
業
よ
り
も
地
域
社
会

（
市
民
や
自
治
体
）

に
よ
っ
て
促
進
さ

れ
ま
す
。

ど
う
し
て
も
企
業
は
利
潤
を
追
求
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

必
要
性
は
分
っ
て
も
、
コ
ス
ト

や
利
潤
率
が
伴
わ
な
け
れ
ば
な

か
な
か
足
を
踏
み
出
せ
ま
せ
ん
。

そ
の
点
市
民
や
自
治
体
は
、
損

を
し
な
け
れ
ば
足
を
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域
社

会
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
、
地

域
環
境
の
保
全
、
そ
し
て
地
域
社
会
の
活
性

化
（
農
林
業
な
ど
地
域
産
業
の
発
展
、
雇
用

の
増
加
、
地
産
地
消
の
推
進
、
観
光
活
用
な

ど
）
に
結
び
つ
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
風
力
発
電
導
入
へ
の
反
対
が
話

題
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
市
民
共
同

や
自
治
体
で
の
推
進
は
、
こ
う
し
た
問
題
も

解
決
し
な
が
ら
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
し
低
炭
素
社
会
に
し
て
い

く
こ
と
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
・

低
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
に
も
な
り
ま
す
。

再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
原
発
と

は
異
な
り
、
「
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
小
規
模
分
散
型

の
供
給
が
最
も
効
果
的
」
と

い
う
特
徴
が
あ
り
、
ま
さ
に

自
治
体
か
ら
発
信
で
き
る
施

策
で
す
。

ド
イ
ツ
で
は
太
陽
光
を
中

心
に
各
自
治
体
レ
ベ
ル
で
発
電
施
設
を
も
ち
、

日
本
で
も
、
関
西
地
方
を
中
心
に
太
陽
光
や

風
力
を
活
用
し
た
市
民
共
同
発
電
所
が
、
２

０
０
カ
所
を
超
え
ま
し
た
。

巨
大
な
利
益
を
独
占
で
き
る
原
発
に
群
が

る
政
官
財
界
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
否
定
し
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
な
ど
で
全
エ

ネ
ル
ギ
ー
量
の
１
・
３
％
以
内
に

お
さ
え
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
利

用
可
能
な
日
本
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
環
境
省
の
試
算
で
も
、
原
発

の
総
発
電
能
力
の
40
倍
に
も
の
ぼ

り
ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
切
り

替
え
へ
は
、
自
治
体
で
で
き

る
こ
と
が
無
限
に
あ
り
ま
す
。

太
陽
光
発
電
の
抜
本
的
な
拡

大
、
川
の
多
い
ま
ち
を
生
か

し
た
水
力
発
電
、
土
地
を
生

か
し
た
地
熱
な
ど
自
然
の
恵

み
を
最
大
限
に
生
か
し
、
多

彩
な
生
活
の
舞
台
と
文
化
を

持
っ
た
「
街
」
を
つ
く
り
、

多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

実
現
す
る
、
こ
れ
は
自
治
体

が
や
る
気
に
な
れ
ば
一
歩
踏

み
出
せ
ま
す
。
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自
給
率
１
０
０
％
」
の
ま
ち
も

た
と
え
ば
岩
手
県
葛
巻
町
は
、
風
車
、
太
陽
光
、
牛
ふ
ん
・
木
く
ず
・
生
ゴ
ミ
（
バ

イ
オ
マ
ス
）
で
発
電
す
る
施
設
が
点
在
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
自
給
す
る
ま
ち

を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。
町
に
は
高
さ
６
０
メ
ー
ト
ル
の
真
っ
白
い
風
車
が
１
５
基
あ

り
ま
す
。

総
発
電
量
は
町
の
世
帯
数
の
５
倍
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
の
と
き
、

東
北
電
力
か
ら
の
送
電
が
止
ま
っ
て
町
は
一
時
停
電
し
ま
し
た
。
電
気
事
業
法
で
電
力

会
社
以
外
が
一
般
家
庭
に
直
接
電
気
を
供
給
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で

す
。
風
力
の
売
電
価
格
は
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
８
〜
９
円
。
そ
の
３
倍
近
い
２
４
円

で
町
民
は
電
気
を
買
い
ま
す
。

全
国
で
は
５
７
市
町
村
が
、
す
で
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
自
給
率
１
０
０
％
を
超
え

て
い
ま
す
。
関
東
地
方
で
は
群
馬
県
片
品
村
、
六
合
村
、
神
奈
川
県
山
北
町
が
あ
り
ま

す
。
（
東
京
新
聞
９
月
２
３
日
号
か
ら
抜
粋
）

国
の
環
境
モ
デ
ル
都
市

に
指
定
さ
れ
「
明
日
の

環
境
首
都
」
に
選
ば
れ

た
飯
田
市
で
は
、
CO
２
を
70
％
削
減
す
る
長

期
目
標
と
中
期
目
標
を
か
か
げ
、
住
民
と
の

共
同
で
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
に
と
り
く
み
始
め
て
い
ま
す
。
異
業

種
交
流
を
き
っ
か
け
に
「
お
ひ
さ
ま
進
歩
エ

ネ
ル
ギ
ー
㈱
」
が
誕
生
し
、
太
陽
光
発
電
は
、

設
置
補
助
だ
け
で
な
く
初
期
費
用
の
か
か
ら

な
い
「
お
ひ
さ
ま
０
円
シ
ス
テ
ム
」
や
市
民

出
資
な
ど
、
住
民
が
選
択
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
り
ま
す
。

日本共産党区議団は９月

に大島よしえ都議と区内の

高濃度放射線量汚染箇所の

除染を求め申し入れを行い

ました。

１０月１７日、足立区は

申し入れに対し除染対策に

ついて「回答」がありまし

た。党区議団が調査した汚

染場所を、区が責任を持っ

て除染すること。砂場など

の砂の入れ替えを行うこと。木製チップや草むらなど子どもの遊び場、通学

路などホットスポットになりやすい所は、きめ細やかに測定し除染すること。

石川副区長、担当課長からは、「指摘される可能性の高い場所の清掃を日

常的な施設管理の中で行う」「放射線量の測定については、その具体的な時

期、方法等を協議するなど準備を進めている」「（共産党の）調査結果は施

設維持管理の参考にしたい」と回答しました。区民要望にこたえて日本共産

党はひきつづき放射線量の測定を行い必要な除染を区に求めていきます。

区の回答を聞く伊藤和彦区議・10月17日


